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度

調

査

総

合

研

究

1
平
城
宮
跡
発
侃
調
査

歴
史
研
究
室
権
本
亀
治
郎
坪
井
清
足

田
中

琢
岡
田
茂
弘

狩
野

久
岩
本
次
郎

建
造
物
研
究
室
森

離
浅
野
清
杉
山
信
三

工
藤
圭
章
沢
村
仁
牛
川
喜
去十

本
年
度
は
第9、
印 、
日
次
に
わ
たっ
て
調
査
し
た 。(
本

文
2
頁
参
照)

2
西
大
寺
調
査

一日工
諒

守回
会
長
谷
川
誠

事
喜

歴
史
研
究
室

田
中
稔
狩
野
久

本
年
度は
美
術
工
芸
研
究
室で
は
工
芸
作
品
を
調
査の
主

体
と
し
(
本
文叩
頁
参
附U 、
歴
史
研
究
室は
後
述の
よ
う

に
中
世
お
よ
び
近
世
文
書
を
調
査
し
た 。

古
文
書
班
は
中
世
お
よ
び
近
世
文
書に
重
点
を
置い
た
が 、

その
量
が
港
大
な
た
め
完
了
す
る
二
と
は
で
き
な
かっ
た 。

し
か
し

中
世
文
書は
も
と
よ
り
集
会
引
付・
日
次
記・
奈
良

奉
行
所
御
触
書
箆
等の
史
料
価
値吉岡い
近
世
文
書
も
少
く
な

かっ
た 。 I 

田
中
稔

河
原
純
之

3 
仁
和
寺の
研
究

建
造
物
研
究
室

歴
史
研
究
室

杉
山
信
三

田
中
稔

1守
!釘

久

研

究

概

況

美
術
工
芸
研
究
室
清
野
智
海

調
査の
重
点は
仁
和
寺
搭
中
川胤
に
置い
た
が 、
別に
重
要

文
化
財
「
別
尊
雑
記」
の
調
査
な
ら
び
に
写
真
展
影
を
行っ

た 。
塔
中
蔵に
つ
い
て
は
第引
箱
lm

箱
ま
で
の
調
査
を
終

7J
lvhん 。日

本
古
代
都
城
制の
研
究
(
文
部
省
科
学
研
究
費交
付

金に
よ
る
機
関
研
究〉

歴-
史
研
究
室
権
本
亀
治
郎
坪
井
清
足
田
中
稔

田
中

琢
岡
田
茂
弘
狩
野
久

建
造
物
研
究
室
森

離
浅
野
清
杉
山
信
三

工
藤
圭
章
沢
村
仁
牛
川
喜
季

大
和
盆
地
北
半の
航
空
写
真
ロ
コ
枚
を
作
成 、
佐
紀
町
ほ

か
の
地
籍
図 、
正
倉
院
文
書 、
西
大
寺
文
書
な
ど
につ
い
て

関
係
資
料
を
あつ
め 、
今
後こ
れ
ら
の
基
礎
資
料
と
実
測
調

査 、
現
地
調
査
を
併
行
さ
せ
る
こ
と
に
よっ
て 、
平
城
京の

復
原
研
究
を
進め
て
い
きた
い 。
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1I 

各

{回

究

研

r、

美
術
工
芸
研
究
室

舎
利
塔の
様
式
的
研
究

守旧
公
夫

前々
よ
り
引
続
き
舎
利
権の
係
式
的
研
究
を
行っ
て
い
る 。

唐
招
提
寺の
舎
利
権は一
応
調
査
を
終
り 、

学
綴
u
m
に
発

表
し
た 。
遂
次 、
公
表の
準
備
を
進め
てい
る 。

工
芸
作
品に
見
ら
れ
る
文
様の
日
本
的
展
開の
研
究

守
田
公
夫

本
研
究は
多
く
の
工
芸
作
品
文
機
を
外
来
的
と
日
本
的
と

に
大
別
し
て 、
その
発
展
過
程
を
辿
る
ζ
と
に
お
い
て 、
文

様
の
日
本
的
桜
開の
様
相
と
その
作
品
の
もつ
美
術工
芸
的

側
値
を
研
究
す
る 。
本
年
度は
図
版
に
収め
ら
れ
た
工
芸
作

口聞か
ら
分
類
し 、
さ
ら
に
各
地
区
に
お
い
て
調
査
し
た
工
芸

作
品の
写
真
を
も
分
類
し
た 。
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仏
具の
段
式
と
その
構
造の
編
年
的
研
究

(
文
部
省
科
学
研
究
明白
交
付
金
に
よ
る
研
究)

研
究
担
当
者

守
国
公
夫

研
究
協
力
者

清
野
智
海

本
年
度は
既に
調
査
さ
れて
は
い
る
が
未
盤
埋の
ま与
に

あっ
た
近
県
社
寺の
仏
具に
関
す
る
資
料の
分
類
整
理
を
行

い 、
協
力
者
は
思
想
構
造
を
中
心
に
「
仏
具」
を
老
察
し
関

係
資
料
を
摘
出
し
た 。

3 4 
藤
原
彫
刻の
研
究

長
谷
川
誠

藤
原
和
様の
形
成
と
その
係
式の
変
選
を
研
究
す
る
ため

に 、
造
立
年
次の
確
か
め
ら
れ
る
作
例
を
調
査
し
て
い
る
が 、

本
年
度は
主
と
し
て
従
来の
調
室に
よ
る
資
料
と
文
献
資
料

と
を
盤
理
検
討
し
た 。

仏
像
納入
文
書
集
成の
た
め
の
調
査
研
究長

谷
川
誠

平
安
時
代
以
降の
仏
像に
奉
寵
さ
れて
い
る
文
書
を
集
成

す
る
もの
で 、
現
在
従
来
調
査
収
集
し
た
お
例
を
幣
埋
中
で

あ
る 。
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わ

が

国

木

彫
の

材

質

及

び

技

法

に

つ

い

て

の

実

証

的

調

査

研

究
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文
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省
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学

研

究

費

交

付

金

に

よ

る

研

究
〉

長

谷

川

被

木

彫

の

造

形

技

法

を

そ

の

材

質

と

の

相

関

関

係

で

調

査

研

究し
よ

う
と
す

る

も

の

で
、

本
年
度
は

主
とし
て

唐
招
提
寺

講
堂
の

諸
像
を

調

査
し

、

特
に

テ
ィ
ピ
カ
ル
な

作
例で
あ

る

伝薬
師
如
来
像、
伝
衆
宝
玉
像
の

原
寸
大
実
測
閃
を

口

組一七

た月J
両

界

目

安

茶

白

紙

の

忠

相

心

情

造

と

そ

の

凶

」

ぽ

学

的

変

遷

二

関

す

る

研

究

消
肝

知u
海

本
年
度
は
九
会
金
剛
界

品芝山
町紺
は
の
成
立-」
研
究
の
住…
市

を
お
い
たc
ま
ず、
党-
桜・
渋
庁械
の
一
危
剛一頂
経一
系
仏

典
か
ら
凶
像
的
要
素
を
抽
出
L、
そ
れ
ら
が
我
が
国
の
文
献

資
料
や
遺
品
とど
の

よ
うに
関

連つ
汁
ら
れ
る
か

、

あ

るい

は

大

陸

的

な

も

の

と

H

本

的

な

も

の

の

差

異

を

巾

心

己

考

察

を

深

め

た

。

平
城
京
諸
大
寺
を

中
心
と

す
る
仏
教
絵
幽
の

調
育
研
究

J伯
叫川

知日
海

出
年
度
実
施
の
丙
大
寺
絵
画
調
査
の
逃口山
の
い
く
つ
か
を

再
検
討
し
た』
と
く
に
つ
f
士
会
本
等
像一
に
関
す
る
，H印
式

史
を

解
明
す
る
ため 、
主
とし
て一
'仁
王
会一
一
仁
王
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五

大

尊
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の

資

料
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昭
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市山
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度

調

査

研

究

概

況

東

寺
の

調

査

は
、

京

都

府

教

育

庁

の

依

頼

に

よ

っ

て
、

昭

和

幻

年

9

月

間

土守境

内

の

排

水

路

工

事

の

際

お
ヨ
}

な

っ

た

も

の

で
、

基

壇

延

石

の

発

見

と
、

瓦

堆

積

層

と

基

壇

磁

土

層
の

関

係

を

検

出

し
、

東

寺

軒

廊

の

位

置

を

知

る

こ

と

が

で

き

た
。

回

}

の

結

果

を

参

照

し

て

、

昭

和

幻

年

ロ

月

、

科

学

研

究

費

に

よ

る

同

寺

の

発

制

調

査
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こ
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一

J

衆

院

長

殿

・

殿

上

よ

唐

招

旧日

寺

境

内

二

移

築

寸

る

こ

と

二

九

ょ

っ

L

勺

改
什作
移
建
に
さ
き
だ
っ
て、

昭
和
訂
年
7
月、

住
造
物LlE土

よ
公
2Hμ
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
辰
殿

股
上
の
訓
丘
二
協
力

L 、
ま

た

建
物

撤
去
後
の

お
年
3

月
、

地
干
調
査
を

おこ
な

っ

た 、
調
本札
結
民
、

炭
殿

・

殿

上
の

同
住
JrJ
初
の

41「
山
が

L

ら

れ

、

ま

た

防

水

上

端

墨

書

銘

か

ら

炭

肢

の

丙

建

が

慶

L女

2

1

3

月

で

あ

る

F

-

と

を

確

必

L

、

ま

た

発

射

に

よ

っ

て

件

前
，

僧

上

筆

の

一

♂衆

院

主

殿

之

凶

と

同

様

の

遺

構
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検

出

し

た
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小
山州
遠
川
関
係
資
料
の
収
集
とその
仙川ム
則正

ト称

午
川在日
字

小
畑
迷
州の
与
力一聞
に
わ
た
る
実
績
調
査
に
先
立
ち、
家

川一

川

害

状

そ

の

他

の

記

録

に

よ

っ

て

そ

の

造

出

に

関

与

し

た

日

一

と
が

明
か
と

なっ
てい
る
殴
長
初
年
度
か
ら

寛
永
本
年二
か

汁
て
乃
閣
係
資
料
を
収
集、
円伎
町川ナゼ
作
る
こ
こ
が
で
き九一

(
本
文mU
頁'参
照)

。トφι凶乃 皿

4 

奈

良

市

内

の

庭

問

調

宣

森

組

牛

川

喜

五千

従
来
詳
細
な

調
査
の

す
ん
で
い
ない
古

-T良
市
内

の

古
庭
問

の

う

ち

、

東

大

寺

屯

松

院

、

今
一

門

家

(

福

智

院

町

)

、

依

水

同

寺

の

実

測

調

食

を

行

っ

た

‘
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村
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川

万一千戸

tur~

作
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土
門

よ

昭

和

釘

年

日

月

か

ら

浅

出

清

を

川一
主

l

責

任

お

と

L

て

お

こ

な

わ

れ
、

川町

中~

・

述

造

物

州

問問

先

宝

が

ニ
ー
引
い二

協

力

L

た

怜

山

し

た

遺

構

ば

会

常

・

講

堂

と

入

ら

れ

る

也

物

泣

憐

で

あ

っ

て
、

食

堂

叶刊

で

は

凝

灰

岩

切

白

の

出

上

積

基

鴻一

が

よ

九

泣
h
L、

議w'
半
跡
で
は
健一
わ
や
仏
凶川
も
険
山
さ
れ
たJ

山
士

造
物
に
は
的
尾
川
の
ほ
か
金
剣
仏
子、

一勾
仏、

三
彩
火
合
ヲ

が

↓め

る

一

2

'
川
町川
諸
大
寺
関
係
文
書
の

調
在
引
先

問
中

仏M

eね
叫H

7 、

山行
本
次
郎

前
年
度
以
前
よ
り

継
続
実
施
中
の
興
福
守
所
械
の
文
書
典

紘
一品
作
を

行
っ
た -
ま
た

山内
j侃
L平
と

不
司
八刀
の

関

係二
あ

る

台
日
神
社
出
村
奈
の
大
宮
(
，兼』
1)
文
書・
反
巾
(
い川
正)

E

え

去

を

刊川
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し

た
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大
J
v
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ι

占

ほ
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介

の

zf仁

HJH

が

多
く

、

一政量
共
に
優
れ
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で
あ

る
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M
川氏
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